
 

 

第２２期第２１回福岡県有明海区漁業調整委員会次第 

 

 

 

１ 日  時  令和６年５月１日（水） １４：００ 

 

 

２ 場  所   福岡県有明海水産会館  

（柳川市三橋町高畑271 TEL ０９４４－７３－６１６６） 

 

 

３ 議  題 

 

（１）有明海区における知事許可漁業の新規許可に係る制限措置及び申請期間について（諮問）

                  資料１ 

 

（２）水産基盤整備事業について（報告）                     資料２ 

 

（３）ノリ養殖の概況について（報告）                     資料３ 

 

（４）その他 

  ・漁業法改正に伴う資源管理について（報告） 

・海区漁業調整委員の選任について（説明） 

   

                            



-1-



 

 

 

漁業法第 58 条において読み替えて準用する同法第 42 条第 1 項及び福岡県漁業調整規則第 11 条第 1 項

に基づく公示（福岡県有明） 

 

１ 許可又は起業の認可をすべき船舶等の数及び船舶の総トン数又は漁業者の数その他の制限措置 

(1) 県外からの入漁分 

漁業種類 
漁具の種類

その他の漁

業の方法 

操業 
区域 

漁業時期 

推進

機関

の馬

力数 

船舶

の総

トン

数 

許可 
する 
隻数 

漁業を営む者の資格 

刺し網漁業 

えび三重流

し刺し網 

福岡県有

明海海域

（農林水

産大臣管

轄漁場を

除く。） 

１月１日

から１２

月３１日

まで 

制限 
なし 

制限 
なし 

１２０

隻 

佐賀県有明海区の海

面に沿う市町又はそ

れに隣接する市町に

住所を有する者 

すずき流し

刺し網 

雑魚一重流

し刺し網 

固定式刺し網漁業 
固定式刺し

網 

げんしき網漁業 げんしき網 

 

 (2) 県内許可分 

漁業種類 
漁具の種類

その他の漁

業の方法 

操業 
区域 

漁業時期 

推進

機関

の馬

力数 

船舶

の総

トン

数 

許可 
する 
隻数 

漁業を営む者の資格 

固定式刺し網漁業 
固定式刺し

網 

福岡県有

明海海域

（農林水

産大臣管

轄漁場を

含む。） 

１月１日

から１２

月３１日

まで 

制 限

なし 
制 限

なし 

 ９隻 
大川市、柳川市、みや

ま市、大牟田市に住

所を有する者 
げんしき網漁業 げんしき網  １隻 

 

２ 許可又は起業の認可を申請すべき期間 

  令和６年５月７日から令和６年６月７日まで 
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資  料  ３ 
（22期 21 回有明漁調委） 

（ Ｒ ６ ． ５ ． １ ）  

 

令和５年度ノリ養殖経過 
 

１ 採苗 

・採苗は１０月２８日から開始。３０日までに概ね終了。 

 

２ 育苗・冷凍網入庫 

・１０月２３日から３０日まで珪藻赤潮の発生がみられたが、栄養塩は高水準で推移し、ノリ

の生育は順調。 

・冷凍入庫は、１１月２０日から開始され、１１月２６日で概ね終了し、良質な網が入庫。 

 

３ 秋芽網生産 

・秋芽網の摘採は、１１月２４日から開始され、撤去までに４～５回の摘採。 

・１２月４日に渦鞭毛藻赤潮、１２月１３日に珪藻赤潮が発生。珪藻赤潮の発生が長期間持続

したため栄養塩が低水準で推移し、１２月４日に一部で色調の浅いノリが確認され、１２月

１１日には沖の漁場を中心に色落ちが進行し重症化。１２月２１日に回復傾向を確認。 

・あかぐされ病は採苗後４０日目の１２月７日に初認。１２月１８～２１日にかけて拡大した

が、その後小康状態となり、被害は少なかった。 

・壺状菌病は確認されず。 

・秋芽網の生産枚数は平年並みであったが、単価高により生産額は過去最高。 

  秋芽網 生産枚数  ３億５千２百万枚（過去５年比１００％） 

生産金額 ８７億９千３百万円（過去５年比１９８％） 

平均単価     ２４.９６円（過去５年比＋１２.３７円） 

 

４ 冷凍網生産・三期作 

・高水温や晴天が続き珪藻プランクトンが長期にわたり増殖したため、栄養塩が低水準で継続。

このため、海況を見ながら２度の延期を経て２月３日に冷凍網を出庫。 

・冷凍網の張り込み作業は、７日までに概ね終了し、冷凍戻りは良好。 

・１２月に発生した珪藻赤潮は冷凍出庫後も継続し、栄養塩は降雨時に一時的に増加する場合

を除き、低水準で推移したため、２月７日に沖の漁場を中心に色落ちが重症化し、２月９日

以降、岸の漁場の一部を除いて全域に拡大。 

・冷凍網の摘採は、２月１０日頃から開始され、７～８回の摘採。 

・あかぐされ病は出庫１０日後の２月１３日に感染が確認され、２月１９～２１日にまとまっ

た降雨があり、高水温、低比重により病勢が強くなり、２月２２日には重症化。その後、一

時的に回復したが、小潮時には再び重症化し、漁期を通じて蔓延。 

・壺状菌病は３月８日に初認され、３月末に一部の漁場で重症化。 

・３月下旬の降雨による河川流量の増加により、３月２５日頃から栄養塩が回復したため、一

部の漁場で三期作となる網の張込みが開始。４月上旬から中旬にかけて１～２回摘採され、

品質は栄養塩の回復によって概ね良好。 

・４月１７日までに網の撤去、４月３０日までに支柱の撤去を終えた。 

 

５ 生産状況 

生産枚数   ７億６千５百万枚（過去５年比  ６７％） 

生産金額 １６０億８千４百万円（過去５年比 １１０％） 

平均単価      ２１.０２円（過去５年比＋８.１５円） 


